
日本の森は、「使う」時代になりました。

パンフレットに関するお問い合わせ
木づかいの一環として、間伐材紙を使用しています。

林野庁 木材利用課 消費対策班
東京都千代田区霞が関 1-2-1　TEL : 03-6744-2298

「木づかい＝木を使うこと」。

それは、森林への

「気づかい」でもあります。

　日本の森林資源は年々増え続けています。
戦後に植栽された人工林の多くが十分に成長
し、「使いどき」となってきて、今後は積極的
に「国産材を使う」ことが求められています。

　毎日の生活に国産材を使った製品を取
り入れるだけで、誰にでも手軽にはじめ
られるエコ活動、それが「木づかい」です。
　木を上手に、大切に使うことで、地球
温暖化の防止などさまざまなメリットが
あります。持続可能な開発目標（SDGs）
にも貢献できます。
　日本はその面積の約３分の２が森林。
世界有数の森林国である日本から未来の
ために、「木づかい」をはじめましょう。

10月は木づかい推進月間。都内
のアンテナショップでも各地の
「木」を使った特別展示等を行っ
ています。今年の秋は、日本の「木
づかい」に親しんでみては。

アンテナショップ
TOKYO 木づかい

栃木県アンテナショップ
「とちまるショップ」
栃木県産材のスマホたてなど
の小物雑貨、キッチングッズ等
の展示販売

期　間
場　所

電　話
備　考

常時
東京都墨田区押上1-1-2
東京スカイツリータウン・
ソラマチ イーストヤード4階
03-5809-7280

イートインスペースの鹿沼組子
の飾りにも注目

栃　木

銀座NAGANO

期　間
場　所
電　話

常時
東京都中央区銀座5-6-5

03-6274-6015

長　野

三重テラス

1階のショップにて
木製品を展示販売す
る他、パンフレット等
で三重県産材をPR

期　間
場　所

電　話
備　考

10月の1ヶ月間程度
東京都中央区日本橋室町2-4-1

浮世小路千疋屋ビル
「YUITO ANNEX」1F・2F

03-5542-1035

期間中、木製品購入者に三重県産材の
端材を配付

三　重

奈良まほろば館

奈良県産材を使用
した小物雑貨の展
示販売

期　間
場　所

電　話
備　考

10月
東京都中央区日本橋室町1-6-2
日本橋室町162ビル
03-3516ｰ3931

10/8～10/17にかけては下市町、
黒滝村のＰＲイベントを実施

奈　良

わかやま紀州館

紀州材（ヒノキ）生の
香りさいころや鍋敷
き、紀州材（スギ・ヒ
ノキ）製のアロマス
プレー等の展示販売

期　間
場　所

電　話

常時
東京都千代田区有楽町2-10-1

東京交通会館地下１階
03-6269-9434

和歌山

とっとり・おかやま
新橋館
岡山県産材を使った
木製品等の展示販売

期　間
場　所

電　話
備　考

10月18日～10月23日
東京都港区新橋１丁目11-7
新橋センタープレイス１階
03-6280-6474

岡山県産材を使った木製品等を集めた
フェアを開催するとともに、フェアに
連動させ、「日本一のひのきの国・岡山」を
オンライン記事で配信し、PRする

岡　山

おいでませ山口館

山口県産材等（トチ、ブ
ナ、ナラ類）による組み
木製品の展示販売

期　間
場　所

電　話

常時
東京都中央区日本橋2-3-4

日本橋プラザビル１階
03-3231-1863

山　口

滋賀県情報発信拠点
「ここ滋賀」
びわ湖材製品ガイドブッ
クに掲載されている木製
品等（家具・玩具等）の展示
販売

期　間
場　所

電　話
備　考

10月21日～26日
東京都中央区日本橋二丁目7-1

東京日本橋タワー

03-6281-9871

びわ湖材の魅力を発信

滋　賀

ひろしま
ブランドショップ
ＴＡＵ

ひろしま県産の木材
をふんだんに使った
“木のおもちゃ”の展示
販売

期　間
場　所
電　話

10月1日～31日
東京都中央区銀座1-6-10

03-5579-9952

広　島

せとうち旬彩館

愛媛県産ヒノキコー
スターの配布

期　間
場　所

電　話
備　考

10月11日～10月15日
東京都港区新橋2-19-10
新橋マリンビル1・2Ｆ
03-5537-1986

併設のレストランにて愛媛県産メニュー
を注文した方に、先着でコースターを配布

愛　媛

まるごと高知

高知県産ヒノキのま
な板や木のトレイ等
の小物の展示販売

期　間
場　所

電　話
備　考

常時
東京都中央区銀座1-3-13

オーブプレミア
03-3538-4365

10月中に1週間程度木製品の
特設販売ブースを設けます

高　知

長野県産材を利用した
木のおもちゃ、桶、下駄、
ワインクーラー、かんな
くずを利用した「キノハ
ナ」の展示販売

　成長した木はタイミング良く伐り、利用し、
新たに苗木を植える。そうすることで、未来
につながる森林の持続的なサイクルが保たれ
るのです。


